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★本年度の市と本校の状況
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今後の指導の重点

・平均正答率は市の平均に比べ０．４％低い。問
題の中では，聞き手に理解してもらうための話し
合いの工夫の聞き取りが2％弱上回っていた。し
かし，その他の話の内容を正確に聞き取ること
や，発表の内容を捉える問題では，市の平均を
下回った。

・各段落の内容の読み取りや要旨のまとめ方について
は今後も継続して行っていく。加えて，論の展開の工夫
について読み解くポイントを押さえる活動を設けていく。
具体的には，意味段落がどの様な役割をしているのか
を考える活動を取り入れる。
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・平均正答率は市の平均に比べ3.4％低い。特に
正答率の高かった問題は，慣用句についての理
解であり、市の平均を３％上回っている。低かっ
たのは助動詞についての理解を問う問題で2.4％
低かった。

作文

本年度の状況

漢字

文法・語句に
関する知識

話し合いの
内容を聞き取る

古典の読解

問題の内容

・平均正答率は市の平均に比べ2.4％低いしかし
歴史的仮名遣いを問うものは市の平均を1.8％上
回っている。他の主語を捉えること、内容を捉え
るものは下回っていた。

説明文の
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・聞き取り問題で要点を聞き取り，メモする能力を伸ばし
ていく。今後も授業の中で聞き取り問題を取り入れてい
く。また，普段の授業の中でも，発表や教師の指示など
を聞く態度を指導していきたい。

・引き続き新出漢字の練習を各単元に合わせて行って
いく。また，既習漢字の定着を図るために，反復練習を
行う。

・慣用句の正答率が高かったのは授業で扱った直後
だったことが考えられる。機会を設けて、語句の問題を
解かせていく。

・平均正答率は市の平均に比べ5％低い。特に文
章の内容を捉えて、具体的な事例にあてはめる
問題が低いかった。他の問題も平均に届かな
かった。

・漢字の読みの平均正答率は市の平均に比べ
3.2％低い。また，書きの平均正答率は市の平均
に比べ7.4％低い。最も正答率の低い問題は読み
は「図（はか）る」であり，書きは「専門」であった。

・古典の苦手意識をなくすために，教科書の古典以外に
もわかりやすい古典やおもしろさを感じられるような作品
を通して，基礎的・基本的な知識の定着を図っていく。

作文

・平均正答率は市の平均に比べ5.5％低い。特に
３段落構成で文章を書くことを問う問題が低かっ
た。

・課題作文を書く機会を今後も定期的に設けていく。ま
た，その場で添削することにより，見直しの機会や構成
の確認ができるため，国数英週間でのＴ２の活用に生か
していく。

文学作品の
内容を読み取る

・平均正答率は市の平均に比べ0.9％低い。登場
人物の様子を問う問題は市の平均を7.6％上回っ
ていた。しかし他の問題は市の平均に届かな
かった。

・場面の展開に即して登場人物の心情を読み解くことを
中心に行っていく。本文の描写から，心情の変化が読み
取れる表現を探していけるような活動を設けていく。
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